






心身障害対策は,今日,厚生行政のなかにますます重要なウエイトを占めるようになってき

ているが,これは,疾病構造の変化のみならず,少産少死をはじめとする国民意識の変化に

依るところが大きい。その心身障害に占める遺伝的背景の重要性を考えると,遺伝相談は,

医療機関の国民に対する一つの窓口としてあるにとどまらず,心身障害対策のなかに,他の

分野と有機的関連性を持って位置づけられなければならないことがわかる。遺伝相談にお

けるネットワークの重要性が指摘される理由は,単に遺伝性疾患が複雑,多岐にわたる一す

なわち例えば一施設だけでは検査出来ないからだけではなく,心身障害対策の他の分野と

の関連なしには真に国民の求める遺伝相談とはなり得ないと考えられるからである。また,

心身障害対策自体も遺伝相談との有機的関連性なしには有意義なものとなり得ない。 


